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改善計画書（兼改善状況確認書）

自己 外部

改善済 20 11 同業者との交流の機会が増えるようにする。 月に一度の地区の会議や研修等で、交流を深めてい
くようにする。またお互いの施設を行き来したり、
ケア方法などについて意見交換できるような同業者
との交流を行う。

定期的

改善済 71 27 夜間の災害時について話し合い、当ホーム独自のマ
ニュアルを作成し、夜間を想定した避難訓練を実施
する。

以前に作成したマニュアルを基に、再度話し合い、
当ホーム独自のマニュアルを作成する。また、夜間
を想定した避難訓練を実施する。

定期的

1 61 25 日常的な外出（散歩･買い物･ドライブ）が増えるよ
うにする。

一人ひとりの希望に応じた外出ができるよう努め
る。また、散歩だけでなく、外出の機会が増えるよ
うに努める。

随時

2 5 3 地域との交流の機会が増えるようにする。 地域運営推進会議などを活用し、交流の機会を働き
かける。また、こちらから呼掛けを行い、交流に来
ていただくよう努める。

定期的

3 7 4 外部評価の項目について職員一人ひとりが考え、理
解できるようにする。

月に一度の職員会で項目を一つ取り上げ職員会で話
し合いをする。

月に一度

日 ）評価（ 21 年 2 月 13期間
改善項目№

優先順位 改善目標 改善に向けた計画内容

毎回一つの項目を取り上げることより、時間を掛けて
話し合いをすることができ、職員一人ひとりが考え、理
解し、ケアにも反映されてきている。

なかなか一人ひとりの希望に応じた外出は出来
ていないため、今後積極的に一人ひとりの希望
に沿った外出が出来るように努力したい。

同じ地区の同業者の夏祭りに参加したり、研修
で交流を深めた同業者同士でホームの見学を
行ったり、ケアなどについて意見交換したり、
行事等に参加している。今後も継続していきた
い。

以前よりも具体的なマニュアルを作成したこと
により、より実践的に避難訓練を実施できた。
今後、地域と連携できるよう取り組んでいきた
い。

地区のサロンの方々に来て頂き、唄や会話を通
じて交流をしたり、定期的に小学校から慰問に
来て頂けるようになっている。今後も継続して
いきたい。


